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1.はじめに

　食品防御、フードディフェンスが
食品業界で大きなブームになり、
当時食品に関わっていた者達は、
一斉にその対応に追われたことを
記憶している。特に小売業のセント
ラルキッチンで品質管理を担い、
同時にFSSC 22000事務局も担
当していた筆者は、FSSC 22000
追加要求事項に対応するためにも、

「とにかく何かしなければ」と焦っ
ていた。とにかく、「行政が求めるこ
とは実施しなければ」「他社が実施
していることは当社にも導入しな
ければ」、そして、「それを何かの文
書にまとめておかなければ」といっ
た具合である。監視カメラを設置
し、扉は施錠し、来所者の記録を行
い、それらをまとめて、チェックリス
トを整備して・・・等々。しかし、色々
お金をかけて手を尽くして実施し
たものの、現状を見ると、全くの無
駄だったとは言わないが、食品防
御において、決してメインの対策に
はなり得ないと感じる。それどころ
か、それらの対策で満足しているよ
うでは、非常に危ういのではない
だろうか。今回は、小売業の立場か
ら、食品防御の実態とあるべき姿
を話していきたい。

2.当社の食品防御について

　小売業では、店でも食品を製造
し、セントラルキッチン（工場）でも
食品を製造している会社がある。セ
ントラルキッチンでの製造数量は、
一般的な食品メーカーと同等以上
であることも少なくない。よって、当
社ではまず、セントラルキッチンで
の食品防御について取り組んだ。何
はともあれ監視カメラの設置であ
る。今までも設置されていたが、そ
の目的は主に、労働災害が起きた
時の証拠であり、対策を取るための
参考にすることだ。そこに、不審者
の侵入、行動を監視する目的が追加
された。次に、侵入ルートの制限、つ
まりは扉の施錠管理である。従業員
が出入りする玄関には、従業員に貸
し出した鍵が無ければ開かないよ
う施錠し、そこから更に工場の中に
入る前には、駅の改札のようなゲー
トを設置、同じく鍵が無ければ開か
ず、誰がいつそのゲートを通ったか
記録できる仕組みを入れた。トラッ
クから搬出入する場所の扉にも施
錠を行い、外からは開かないように
した。外部から来所した人には、氏
名、会社等の記録を要請、それら多
くの取組みについて、チェックリスト
を整備し、年1回チェックを行うこと

にした。また、食品防御を話し合う会
議も設定し、実態と対策を話し合う。
食品防御規定も作成し、それに基
づき、会社の内部監査部門がルー
ルを守っているか監査する。もちろ
ん、従業員教育も取り組んでいる。
朝礼、昼礼、夕礼の実施、面談や目
安箱設置で不平不満の吸い上げ、
製造エリアへの私物持ち込みは携
帯含め一切を禁止した。その他、パ
ソコンへのアクセス制限、洗剤・薬
品保管庫、貯水タンクの施錠等、食
品防御対策ガイドラインに書かれて
いることはほとんど網羅したと自負
できる。（図表１）

3.セントラルキッチンの課題

　2.で記載した内容を見て、皆さ
んはどう感じただろうか。非常に高
いレベルだと思うだろうか、随分潤
沢な資金があったのだなと思うだ
ろうか。しかし、冷静になって見てみ
ると、これらの取組みで本当に防御
できるのか疑問が湧く。確かに、誰
でも出入りできるような状態より、
1つ鍵があるだけで、不審者が侵入
しようと考える確率は下がるかも
しれない。危険物の混入を行うにし
ても、実行に移すまでにいくつも壁
があると、実行される確率は減るか
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もしれない。そういう意味では効果
的だろう。しかし、よくよく見れば、
いくつも抜け道がある。監視カメラ
は設置していても、その映像を24
時間監視している人はいない。いく
ら監視カメラを増設しても死角は
ある。扉が施錠されていても、従業
員と共に（コバンザメのように後ろ
にくっついて）入り込むことは可能
だ。その従業員も、単日の派遣従業
員や新規入社者が多く、全ての従
業員の名前と顔を把握している管
理者は多くない。ゲートの出入りを
記録してはいても、それを常時監視
しているわけではない。外部から来
所者がいても、彼らが100％記録を
しているか、チェックしきれていな
い。偽の情報が記録されていても、
それを見分ける術もない。また、何
も外部の人間だけが犯罪をするわ
けではない。内部の犯行であれば、
多くの対策は意味を成さない。更に
チェックリストはあっても、そうそう
毎年何か変化が起きるわけではな
いため、昨年と同じ記録を重ねるだ
け。監査はあるが、365日24時間稼
働しているセントラルキッチンの、
僅か数時間を見ているに過ぎな
い。つまり、何か事件が起きれば、あ
る程度トレースを取ることはできる
が、決して、未然防止にはなり得な
い、ということだ。

4.店舗の課題

　小売業のメインは、実際に食品を
販売する「店舗」である。そこには、
商品を陳列する売り場と、簡単な食
品製造を行うバックヤードがある。
食品部門の従業員は、バックヤード
で食品を製造し、それを売り場に並
べて販売する。前述したセントラル
キッチンで製造した食品も同様に販
売している。一般的には、売り場と
バックヤードは隣接しているため、
店舗では従業員だけでなく、毎日毎
日、不特定多数の客が出入りしてい
ることになる。そうなると、100％出
入りする人を管理することは不可能
だ。もちろん、監視カメラはあるし、
店舗のバックヤードに入るには扉も
ある。だが、それもセントラルキッチ
ン同様、24時間監視しているわけで
はなく、営業中は施錠もされていな
い。しかも最近は、バックヤードが売
り場から全て見える、オープンキッ
チンタイプの店舗も多い。昼間は従
業員も多いが、夜間は一気に人数
が減り、監視の目も届きにくくなる。
また、店舗従業員はセントラルキッ
チンより少ないため、全従業員の
顔と名前を覚えることは可能だが、
メーカーの営業担当者や、店舗以
外の、例えば本社から関係者が来店
することもあるため、見慣れない人

＝不審者とは断定できず、見慣れな
い人を100％排除することはできな
い。セントラルキッチン勤務の筆者
が別件で店舗へ行った際も、筆者の
素性を知る人はほとんど誰もいな
いはずなのに、誰からも勤務カード
の提示は求められず、誰からも呼び
止められなかった。
　こう見ると、店舗というのは非常
に無防備で、あまりにも対策が脆
弱であるように感じる。セントラル
キッチンと違い、全国どこにでもあ
り、誰でも自由に出入りすることが
できる。一時、コロナ禍で、出入り
口に店員が立ち、体温測定やアル
コール消毒推奨を行う店舗が、当
社だけでなく様々な小売店舗で見
かけた時期もあったが、最近はほ
とんど見られなくなった。食品防御
の代表的な対策である監視カメラ
等は、万引き対策でも使われるが、
食品防御が大きく叫ばれた2007
年の天洋食品事件、2013年のア
クリフーズ事件以降でも、それら
の防止を目的に、大幅に増強させ
た小売業は少ないのではないだろ
うか。現に、全国小売業万引被害
実態調査分析報告書では、食品以
外の小売業も統計に含まれている
が、ハード、ソフト面で対策をとって
いないと答える企業は多いようだ。

（次頁図表２、３）

監視カメラ 入退室ゲート 目安箱

図表１　食品防御対策（例）
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　しかし、このような状況でありな
がら、小売り店舗における食品安全
に関する大きな事件は、1984年の
グリコ・森永事件以降、発生してい
ない。また、万引き、強盗事件は、全
国で多く発生しているが、その発生
件数で、対策を取ったから犯罪が
減少した、取っていないから増加し
た、等の顕著な傾向は見られない。

（図表４）
　ここまで見てきた結果、よくある
食品防御の取組みが、実際は、事
件の未然防止策としては抜け穴だ

図表２　全国小売業アンケート調査結果
（左の図：万引犯罪の防止策について：ハード〈機器等〉対策についての回答結果、右の表：業種別比較表〈上位10業種のみ〉）

らけであり、今後、誰でも大きな事
件を起こすことが可能であると分
かっていただけたのではないだろ
うか。しかし一方で、本当に消費者
の健康を脅かす大事件はほとんど
起きずにいることも事実だ。もちろ
ん、できることならゼロリスクを目
指したいのが本音であり、その結
果、更に徹底した対策を取られてい
る企業も多いとは思うが、ハード面
を強化するにも、それを管理するソ
フト面を強化するにも、いずれにし
ても多額の費用がかかり、それを

維持継続していくのはかなり厳し
いだろう。特に多数の人が出入りす
る小売業においては、どこまでいっ
ても100％の対策はないのだ。

5.食品防御のあるべき姿

　では、費用、人や時間に限りがあ
る中で、一体どうするべきか。筆者は

「風土の構築・維持」こそが一番の
対策と考える。「食品安全文化」と言
い換えても良い。簡単に自分なりの
言葉で表すと、「皆がプライドを持っ

図表３　全国小売業アンケート調査結果
（左の図：万引犯罪の防止策について：ソフト〈訓練等〉対策についての回答結果、右の表：業種別比較表〈上位10業種のみ〉）

(図表２・図表３の出典：第11回全国小売業万引被害実態調査分析報告書 平成28年6月 
全国万引犯罪防止機構）
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て仕事ができる職場」だと思ってい
る。筆者が勤めるセントラルキッチ
ンには実に1,000人を超える従業
員が出入りし、日々入れ替わり、外
国人も多く、日本語だけで全てが通
じる環境ではない。そして、皆さん
の会社と同じで、人もお金も湯水の
ように使えるわけではない。限られ
た人、時間、資金で運用することが
求められている。つまり、食品防御
のために24時間監視カメラを見続
けることも、玄関に守衛を置くこと
もできない。そんな中で日々、ルー
ルを守り、安全な食品を製造し続け
るためには、1人1人が自身の仕事
にプライドを持つことが最も重要

いに反する環境が続くと、「もう、ど
うでもいい」になってしまうのだ。そ
して、そういった「もう、どうでもい
い」と思う人が多くなると、会社の
風土は一気に悪化する。先輩に「従
業員の１〜2割がルールを守らない
うちはまだ良い。ルールを守らな
い人が半数近くまで来ると全てが
崩壊する」と言われた。どんなルー
ルであれ、理由は様々だがそれを
守らない人は一定数存在する。そ
れを撲滅するのは難しい。我々は、
そのような人が増加することを防
止しなければならないのだ。
　では具体的にどうすればいいだ
ろうか。風土が悪化する兆しは、従
業員とコミュニケーションを取れば
自ずと分かる。「ルールを守らない
人がいるのですが、それで良いの
ですか？」とか、「本当は〇〇をきち
んとしたいのに、人がいなくてでき
ない」「困っている」といった声が上
がってくるのだ。そういう声を出す
人は、今の環境が危ういことを発信
してくれている。会社によっては、
意見の収集を目安箱で行っている
場合もあるが、筆者はやはり生の
声を聞きに行くことをお勧めする。
投書は労力がいるため、そこまでし
て意見を発してくれる人は少ない
からだ。それよりも、管理職が製造
エリアをウロウロしている方が、余
程多くの声を集めることができる。
夜間帯も忘れずに実施しよう。夜間
はただでさえ、管理職の出勤率が
低くなりやすい。普段から管理職の
目が届きにくい分、無法地帯にもな
りやすい。ルールを守らない人が
多くなると、今までルールを守って

なのではないだろうか。
　筆者がここで、「モラル」ではなく
敢えて「プライド」と表現するのに
は理由がある。多くの従業員と接し
て分かったのだが、誰にも、自分の
作った食品が安全で綺麗で、美味し
くて、それが売れれば嬉しい、と思
う気持ちがあるからだ。「お金のた
めに嫌々仕事をしている」と言う人
もいるが、そんな人も、何も最初か
らそういう考えだったわけではな
い。最初は真面目に取り組んでい
たのに、ルールを守らない人が周り
にいる、頑張ったのに認めてくれな
い、良い食品を作りたいのに忙しす
ぎてできない、といった、自分の思

図表４　万引き犯罪被害の件数（確保した人数ベース）の経年/業種別比較表

(出典：第11回全国小売業万引被害実態調査分析報告書 平成28年6月 全国万引犯罪防止機構）
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きた人も守らなくなり、最悪、職場
に嫌気がさして退職を選ぶ。今ま
で会社を支えてきてくれたベテラ
ン従業員の退職は、もう黄色を通り
越して赤信号だ。
　最悪の事態を引き起こさないた
めに、従業員の声を聞いた場合は、
すぐに行動を起こさなければなら
ない。管理職が自ら行動するとな
お良い。現場に立って点検してみ
るとか、管理職から従業員へ直接
教育するとか、人がいないなら代
替案を出してみるとか、できること
は多い。何も毎日実施しなくても、
何か1つ行動を起こせば雰囲気が
変わってくる。100％ルールを守ら
せることを目標とするのではなく、
ルールを守ること、プライドを持っ
て楽しく仕事をすることが普通で
ある「風土」を維持することが重要
である。
　できれば管理職が自ら行動して
くれると良いが、定期巡回をルー
ティン化させると継続しやすい。食
品防御のために巡回をわざわざ設
けるのではない。当社であれば、5S
の取組みを確認する巡回や、改善
活動等、現場の取組みの進捗を確
認する巡回がある。そういう時には
現場の人と話をするので、コミュニ
ケーションを取りやすい。また、労
働安全を話し合う委員会でも、労働
安全に限らず、どんな内容でも意
見を募るようにしている。そういっ
た元々ある様々な取組みの中に、
食品防御も取り入れていくと良い。
　プライドを持って仕事をする風
土があれば、どんな取組みにも血
が通う。不審者が侵入しても、「何

かおかしい」と思った人が声を上げ
てくれる。内部の人間が不審な動
きをしていても、すぐに連絡が来
る。そういった血の通った取組み
が、前述した取組みの抜け穴を埋
めてくれる。監視カメラや入場制限
等で、食品防御を実施したつもりに
なって、肝心の風土を蔑ろにしては
いけない。「どうせ声を上げても誰
も聞いてくれない」と従業員に思わ
れては、どんな対策も意味を成さ
ないだろう。

6.さいごに

　今回は小売業の立場で改めて食
品防御を考えてみた。確かに小売
業は、その特性からハード面で防
御しきることは困難だが、同様の問
題は、どの会社も業種も、大なり小
なり存在しているのではないだろ
うか。人が関わる以上、悪意の有無
に関わらず、事件は起きる。食品防
御の取組みをしているから事件が
起こらないと妄信せず、事件が起
きそうな傾向を事前につかみ、万
が一起きた場合でも、有事になる
前にすぐに見つけて対処できるよ
うな、そんな組織にしていくことが
重要なのだ。
　このような取組みを行っている
と、食品防御が、食品安全の取組み
と大きな違いがないことに気づく。
食品安全においても、コミュニケー
ションは大切であり、製造現場を確
認し、従業員の声を聞き、内在する
ハザードを見つけ出し、対策を取る。
従業員がプライドを持って仕事をし
なければ、食品安全上のミスも頻発

するだろう。要は、食品防御と言って
も、普段行っている食品安全の取組
みの延長線上にあるのだ。
　筆者が勤めるセントラルキッチ
ンでは、実に多くの人が働いてい
る。外国籍の従業員も多い。日本語
が通じない人も多い。それ故か、や
はり我々の説明不足もあってルー
ルを守らない人が一定数いるのも
事実だ。しかし、多くの場合は、我々
が「なぜそのルールがあるのか、な
ぜこのルールを守らなくてはいけ
ないのか」ということを伝えきれて
いないのだ。また、彼らは周りがど
うなのかもよく見ている。我々自身
がルールを蔑ろにしていると、彼ら
もそれに倣う。多くの人は、最初か
らルールを守らないのではなく、守
らなくてもいいと思える環境に慣
れてしまっているだけだ。全ての人
を性善説で信じる必要はないが、
それでも我々は人を信じて仕事を
しなければならない。結局のとこ
ろ、筆者もそんな職場で働きたい
と思うし、そんな会社が作った食品
であれば、一消費者としても安心し
て購入することができるだろう。

大学卒業後、大手小売業に入社、店舗の販売部
門経験を経て、品質管理部門に異動。商品検査業
務、店舗衛生管理業務を経験し、現在は惣菜製造
工場で品質管理、衛生管理、及びマネジメントシステ
ム事務局業務に従事している。

一般社団法人食品品質プロフェッショナルズ
会員

石井 あき子 （いしい あきこ）
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